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し２０１０年に改定が行われた。以下ではこの新テストを JLPT（Japanese-Language Proficiency Test
の略）と呼ぶ。JLPTは N５から N１までの５段階からなり、「言語知識」「読解」「聴解」という
３つの要素により、総合的に日本語のコミュニケーション能力を測ることを目的にしている。




Framework of Reference for Languages: Learning, teaching, assessmentの略）の考え方を基礎にして
作られており、日本語の教え方・学び方・学習成果の評価のし方を考えるためのツールとなって
いる。JFSのレベルは A１から C２までの６段階であるが、その中で A１と A２が「基礎段階の
言語使用者」、B１と B２が「自立した言語使用者」、C１と C２が「熟達した言語使用者」とし




国際交流基金（２０１２）はこの JFSと JLPTレベルを対比する調査である。この調査では JLPT
の N３から N１の合格者と JFSの基礎段階である A２から自立した段階である B２レベルとの間
にはゆるやかな連関が見られることがわかっている。国際交流基金（２０１１a）では、いわゆる「初
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－語の置き換え－
（ ） 分からない単語について別の単語に言い換えることができた。
（ ） 分からない単語について意味の上で関連のあると思われる類似語や反対語を並べてその語の
意味を分からせることができた。
（ ） 抽象的な単語については具体的な語を並べて例で示すことができた。
－談話の調整－
（ ） 一まとまりの話が終わった後、それを要約して項目化できた。
（ ） 短い内容のものについては一つ話が進む度に内容を繰り返したりできた。
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